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Wiki ページに書かれた R言語のプログラム 

によるデータ解析を可能にした 

IoTシステムの試作 

平田 篤†1，藤田 健吾†1，伊勢本 和広†1，山之上 卓†1 

概要： Wiki ページに書かれた R 言語のプログラムによるデータ解析を可能にした IoT システムの試作について述べ

る. このシステムは今まで我々が開発していた Wiki と Bot を組み合わせた情報処理環境を R 言語のプログラムが使
えるように拡張したものである. このシステムを使って授業中にどのくらいの学生が起きていて, どのくらいの学生
が寝ているかをリアルタイムで教員に表示するシステムを開発中である.  
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Abstract: This paper describes an experimental implementation of IoT system that enables data analysis using a R language 

program written in a Wiki page. This system is an extension of our previous information processing environment, which is a 

combination of Wiki and Bots, by adding R language program processor. We are developing a class assistant system which shows 

how many students are sleeping and how many students are getting up. 
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1. はじめに

我々は Wiki と Bot を組み合わせた情報処理環境の開発

を行っている[2][4]. 今までにこの情報処理環境を使って

Wikiに書かれたコマンドやプログラムによって Botを制御

し, 他のWikiページに書かれたデータを読み込んで計算を

行い, 結果をWikiページに書き込むシステムなどを開発し

た. また, この環境の応用として LAN の情報セキュリティ

を強化するためのシステムも開発している[1][3].  

今回, 今までこの環境が備えていたプログラミング言語

に加えて, 統計解析向けプログラミング言語 R のプログラ

ムをこの環境で実行するための Bot を試作した. IoTシステ

ムは多くのセンサによって得られたデータを解析し有益な

情報を人間に示すものでもある. 大量のデータを解析し , 

有益な情報を得るために Rを使ったデータ解析が行われて

きた. そのためデータ解析のための大量の R プログラムが

存在し, 多くの人がRプログラムを記述することが出来る. 

今回試作を行った Bot により本情報処理環境でこれらの大

量の R プログラムが利用できるようになり, 多くの人が本

情報処理環境の上で R を使った IoTシステムのデータ解析

を行えるようになる. これらの R プログラムは Wiki ペー
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ジの上で記述されるので, 特定または不特定のグループ内

でこれらの R プログラムを共有したり, R を使った IoT シ

ステム全体を共同開発したりすることが出来る.

また, Raspberry Pi に PIR センサを接続した Bot も開発し

た. この Bot を使って, 近くの人の活動状況を定期的に

Wiki のページに書き込むことが可能になる.  

現在, R 言語プログラムの処理機能を持った Bot と PIR

センサを接続した Raspberry Pi の Bot を組み合わせて, 授

業中にどのくらいの学生が起きていて, どのくらいの学生

が寝ているかをリアルタイムで教員に表示するシステム

[6]を開発中である.

2. システムの概要

現在開発中の, 授業中の学生の活動状況を教員に実時間

で表示するシステムの概要の例を図 1 に示す. このシステ

ムは, Bot②・③・④が, それらについている PIR センサを

使って, 一定時間ごとに学生の活動状況のデータを収集し

て, PukiWiki②・③・④のページに書き込み, Bot①がそのデ

ータを解析して, PukiWiki①にその結果を書き込み, 教師に

表示する. 
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図１ システムの概要 
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Bot①は一定時間ごとに PukiWiki①のページ上のコマン

ドやプログラムを読み込んで実行する . このページには, 

PukiWiki②・③・④のページに書かれたデータを読み込む

Basic プログラムと, 読み込まれたデータの統計計算を行

い, 結果を PukiWiki①のページに書き込む R 言語プログラ

ムが記述されている. Bot②・③・④は, それぞれが持って

いる PIR センサで収集したデータを PukiWiki②・③・④の

ページに定期的に書きこむ.  

図２ R 言語のプログラムとその実行結果が書かれた Wiki ページ 
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図３ Bot による Wiki の読み込み  

 

3. Rプログラムの実行例 

ここでは図１の, 授業中の学生の活動状況を教員に実時

間で表示するシステムの, PukiWiki①と Bot①の実行例につ

いて示す.  

この Wiki ページのプログラムの入力はブラウザで該当

の Wikiページを開き, Wiki が持っているエディターを使っ

て入力する. 入力された R のプログラムと Basic のプログ

ラムとコマンド列と出力の例を図 2 に示す.  

Bot が定期的にこのページを読み込み, Rのプログラムと

コマンド列を実行する. この Bot が実行を終えると図 2 の

Wiki ページの result:の行以降に実行結果が書き込まれる. 

図 3 に図 2 に書かれたプログラムを実行する Bot の GUIを

示す.  

図 2 の result: の行より下に R プログラムの実行結果が

書き込まれている. この中で 

[REAL* (1.6666666666666667)] 

の行が教師に示される授業中の学生の活動状況であり

これは全学生の活動状況の平均値を示している.  

また, R の変数に値が代入される度に結果が表示される

ため[REAL*(0.0,3.0,2.0)]の行が 2 度表示されている. 

 以下に図 2 の各行の説明を記す 

- command: R ex1 

この行以降に Rのプログラムが記述されることを示す. 

この R プログラムの名前を ex1 とする.  

- R: print(“start”) 

Start を表示する R のプログラム 

- command: end ex1 

プログラム ex1 がここで終わることを示す 

- command: program ex2 

- この行以降に Basic のプログラムが記述されることを
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示す. この Basic のプログラムの名前を ex2 とする.  

- program: dim urls 

url を入れる配列を作る.  

- program: dim Table 

他の Wiki ページに書かれた CSV 形式のデータを格納

する表を表す配列 

- program: dim RowLabel 

上の表の列の情報を示す配列.  

- program: dim ColumnLabel 

上の表の行の情報を示す配列.  

- program: n=3 

n は他の Wiki ページの数 

- program: vals="c(" 
R の実行環境に値を引き渡す準備 

- program: urls(0)=http://www.yama-lab.org/r-

1/index.php?test3 

1 番目の Wiki ページの url を 配列 urls の 0 番目に入

れる. 2 番目, 3 番目の Wiki ページについても同様 

- program: for i=0 to n-2 

この行の下の行から next i の上の行までを i を０から

n-2 まで変化させて繰り返し実行する.  

- program:  page=ex("connector", "getpage "+urls(i)) 

urls(i)に格納されたWikiページを読み込んで pageに入

れる 

- program:  pageR=getResultPart(page) 

上で読み込んだ Wiki ページの Result:の行以降を

pageR に入れる 

- program:  parseCsv(pageR, Table, RowLabel, 

ColumnLabel) 

この行は文字列 pageR を二次元配列 Table に読み込む. 

pageR は以下のように等式をカンマで区切って並べた

行を並べたものであることを仮定している.   

  [col-label-1]=[val-1-1],…,[col-label-1-1n]=[val-1-1n]. 

  [col-label-2]=[val-2-1],…,[col-label-2-2n]=[val-2-2n]. 

     … 

  [col-label-m]=[val-1-m], …, [col-label-m-mn]=[val-m-

mn]. 

各行は同じ数の等式を持たなくても良い. 以下に例を

示す.  

 

device=d, Date=2013/5/5/ 17:6:18,  v=0x0c0. 

device=a-2, Date=2013/5/5/ 17:6:18,  v=155. 

device=a-1, Date=2013/5/5/ 17:6:18,  v=53. 

device=a-0, Date=2013/5/5/ 17:6:45,  ave=242,  ..., 

dt=100. 

device=a-0, Date=2013/5/5/ 17:7:53,  ave=242,  …, 

dt=100. 

  … 

 

RowLabel は(“rowcol”, “row”) と (“maxIndex”, 表の行

数)の見出しと内容のペアを格納したハッシュ表であ

る. ColumnLabel は(“rowcol”,”col”), (“maxIndex”, 表の

列数), ([col-label-1], 表におけるこのLabelの列の位置), 

…, ([col-label-max], 表におけるこの Label の列の位置)

の見出しと情報のペアを格納したハッシュ表である.  

- program: ix=getindex( Table, RowLabel,  

               ColumnLabel( "device"), "=","a-0") 

列の Label が”device”でその値が”a-0”になるような最

初の行の位置を ix に入れる.  

- program:  vals=vals+Table(ix,ColumnLabel("v"))+"," 

ix の行の Label が”v”である列の値を取り出し, 文字列

vals の後ろに文字列として連結し, ”,”をその後ろに連

結する.  

- program: page=ex("connector", "getpage "+urls(n-1)) 

program: pageR=getResultPart(page) 

program: parseCsv(pageR, Table, RowLabel, ColumnLabel) 

program: ix=getindex(Table, RowLabel, 

ColumnLabel("device"),"=","a-0") 

program: vals=vals+Table(ix,ColumnLabel("v"))+")" 

最後に読み込むページについて上と同様のことをやり, 

vals の後ろに”)”を連結する 

- program: ex("ex1","run") 

プログラム ex1 を実行する.  

- program: out="eval v <- "+vals 

program: ex("ex1",out) 

R プログラム ex1 の実行環境で 

 v <- c(v1,v2,v3) 

を実行する. ここで v1,v2,v3 は他の 3 つの Wiki ページ

に書かれたデータである.  

- program: ex("ex1","eval mean(v)") 

R プログラム ex1 の実行環境で v の値の平均を出す.  

- command: end ex2 

Basic プログラム ex2 の終わりを表す.  

- command: run ex2 

プログラム ex2 を実行する.  

- command: clear sendBuffer 

出力 Buffer の内容を消去する.  

- command: getOutput ex1 

R のプログラムの実行結果を出力 Buffer に追加する.  

- command: sendResults. 

出力 Bufferの内容をWikiページの result:以下に書き込

む.  
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4. Raspberry Pi とセンサで構成した Bot 

図 4 に, 図１における Bot②・③・④の例を示す. この Bot

は Raspberry Pi に, PIR センサ(Passive Infrared センサ)を接

続して構成されている. Raspberry Pi はネットワークに接

続されており, PIR センサは Raspberry Pi の GPIO に接続さ

れている.  

この Bot は, 起動時に設定された PukiWiki②・③・④の

ページを定期的に読み込む. そこに書かれたコマンドやプ

ログラムによって, この Bot の動きが制御される.  

PukiWiki のページを読み込む間隔とは独立に, この Bot

は一定間隔ごとに PIR のデジタル出力（人の動きがなけれ

ば 0, あれば 1）を読み込んで, 一定期間ごとに何度１があ

ったか計測している. この値は PIR の近くに人がいた場合

の, 人の活動状況に関する一つの指標の値となる. この結

果 , 一定時間ごとに , センサの近くの人の活動状況が , 

PukiWiki のページに書き込まれることになる. 図 5 に, Bot

に対して, 人の活動状況を収集することを指示したコマン

ドと, 実際に収集されたデータが記載されたページの例を

示す. 以下に図 5 の各行の説明を示す. 

- objectPage http://192.168.2.107/pukiwiki/index.php?Test02 

自分のページの URL. 

- device yamaRasPiDp1_1 or yamaRasPiDp1_2 start after no 

write for 10 min. 

Bot の一台が何らかの理由で停止した時にもう一つの

Bot を動かす. 

- command: set readInterval=10000 

このページを Bot が読む間隔. 

- command: clear sendBuffer 

result:以降の行を一回削除する. 

- command: get in-a-0 

PIR から人の動きの状況を入手して , 日付とともに

result:以下に書き込む. 

- command: set sendInterval=10000 

result:以降に出力結果を書き込む間隔. 

- result: 

この行以降に出力結果が書き込まれる. 

- device=a-0, Date=2016/9/14/ 14:51:46,  v=1. 

書き込まれた出力結果. 

- currentDevice="",Date=2016/9/14/ 14:51:47 

Bot の名前と Bot が最後に書き込んだ日時. 

ここでは Bot に名前がついていない. 

 

図 4  教室内の学生の居眠り状況を教師が実時間で把

握するためのシステム[6] 

 

 

図 5  Raspberry Pi に, センサとして 

PIR センサを接続して構成した Bot 

 

図 6  Bot に対して人の活動状況を収集することを指示したコマンドと,  

収集されたデータが記載された PukiWiki のページ
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5. 関連研究 

Webを使ってパソコンを管理するための遠隔操作システ

ムとして Kaseya[5]や UNIFAS[7]がある. Kaseya は, 多くの

PC やサーバーの遠隔保守管理を行うものであり, UNIFAS

は多くの無線 LAN アクセスポイントの遠隔保守管理を行

うものである. これに対して我々の環境では Web を使って

Botを遠隔操作するものであるが, Webで遠隔操作をする面

では類似している. なお, Kaseya や UNIFAS では PukiWiki

のページに記載されている R 言語のプログラムを PC や無

線 LAN アクセスポイントで実行させることは出来ない.  

 IEEE1888[8]は, 次世代 BEMS やスマートグリッド向け

に開発され, 2011 年に国際標準化されたオープンな通信規

格であり, IoT システムに関する標準的な通信プロトコル

の 1 つである. IEEE1888 は IoT デバイスとインターネット

上のストレージ間の通信を規定するものであり, IoT デバ

イスの遠隔操作を行うことについての規定はない.  

6. おわりに 

Wiki ページに書かれた統計解析向けプログラミング言

語 R のプログラムを実行可能な Bot と, Raspberry Pi に PIR

センサを接続した Bot の開発と, この 2 つの Bot を使って, 

授業中にどのくらいの学生が起きていて, どのくらいの学

生が寝ているかをリアルタイムで教員に表示する授業支援

システムについて述べた. 現在, このシステムについて , 

少数のセンサ側 Bot と R 側 Bot を繋いで動かすことが出来

た. 今後, この授業支援システムの試作を進めるとともに, 

実際の授業への応用を行う予定である.  

また, このシステムを 15 個ほど用意し実際の授業で動

かしてみる予定である.  

現在, このシステムはセキュリティについてはなにも考

慮していない. 今後セキュリティについても考慮する必要

がある.  
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